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CMIP5 モデルでの系統的な熱帯対流圏の乾燥バイアス: 

水蒸気量と降水特性の関係 

 

高橋 洋 

 

要旨 

  

本研究では、第５期大気海洋結合モデル相互比較計画（CMIP５）での鉛直積分した水

蒸気量（可降水量）の絶対値について、可降水量と降水特性の関係に着目して調べた。本

研究において、CMIP５モデルにおける全球平均の可降水量が、観測値に比べて、系統的に

低いことを見出した。この乾燥バイアスは、熱帯の海洋上においてもっとも顕著である。

この乾燥バイアスは、CMIP５の結合モデルの海面水温バイアスに部分的に起因する。しか

しながら、乾燥バイアスは、大気モデル相互比較計画（AMIP）の実験でも見られることか

ら、別の要因も寄与していることが示唆される。可降水量と降水特性の関係を調べると、

観測よりも低い水蒸気量の時に降水が発生しており、この傾向は乾燥バイアスの強いモデ

ルでより顕著である。これは、降水特性の再現性と乾燥バイアスが関連していることを示

しているかもしれない。 


